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「寝屋川教育」「寝屋川教育」の成果が表れていますの成果が表れています

全学年、２科目ともに全国平均を上回りました
国や府の平均と比べ、年々子どもたちの学力が伸びています

２・３年生は国語・数学で国または府の平均を上回りました
着実に力をつけています

小学校小学校

中学校中学校

国　語
市平均 国平均

(府平均)

１年生 58.8％ 59.2％ 

２年生 65.2％ 63.9％ 

３年生 68.2％ 69.7％
(68.0％)

数　学
市平均 国平均

(府平均)

１年生 65.4％ 65.8％ 

２年生 55.3％ 53.4％ 

３年生 51.0％ 51.0 ％
(49.9％)

英　語
市平均 国平均

(府平均)

１年生 79.3％ 82.7％ 

２年生 45.3％ 46.1％ 

３年生 42.8％ 45.6％
(45.3％)

国　語
市平均 国平均

（府平均）

２年生 77.5％ 76.9％ 

３年生 74.4％ 72.5％ 

４年生 74.4％ 70.8％ 

５年生 72.4％ 70.0％ 

６年生 68.2％ 67.2％
（66.0％）

算　数
市平均 国平均

（府平均）

２年生 84.8％ 82.9％ 

３年生 79.4％ 74.6％ 

４年生 76.2％ 71.9％ 

５年生 69.1％ 67.1％ 

６年生 64.6％ 62.5％
（62.1％）
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児 童 生 徒 質 問 紙 調 査児 童 生 徒 質 問 紙 調 査

※肯定的な回答をした人について、全国の平均を１としたときの市の割合を表しています。
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授業内でのICT機器の活用状況（ほぼ毎日）

国語の授業内容は、よくわかりますか 算数（数学）の授業内容は、よくわかりますか

授業内でのICT機器の活用は勉強に
とても役立つと思う
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特に中学校で、ICT 機器の便利さを実感している
子どもたちが増えています

ねやがわスタンダード（市で統一された学習法）による
「わかる」授業づくりが進んでいます

ディベート教育や、ねやがわスタンダード（市で統一された学習法）で
「『考える力』を身につけた　たくましく生き抜く子」を育んでいます

1 全国学力・学習状況調査及び学習到達度調査の結果
HP 5270　問 教育指導課（☎813・0071）・総合教育研修センター（☎822・2126）

　４月1８日に小学校６年生と中学校３年生を対象に全国学力・学習状況調査、小学校２年生～５年生と中学校１・２年
生を対象に学習到達度調査を実施しました。この調査で、児童生徒一人ひとりの学力や学習状況を把握し、今後の指導
や授業の改善に生かしていきます。
　また、子どもたちの学習状況を市民の皆さんに知ってもらい、各学校が家庭・地域の支援を受けて、協働して子ども
たちの「考える力」や「確かな学力」を育成できるよう、教育活動の充実を図っていきます。
　各市立小・中学校の結果は、市教育委員会ホームページで公表しています。
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NHN4 みんなで守ろう子どもの笑顔
重大な児童虐待「ゼロ」に向けて HP 3196　問 こどもを守る課（☎838・0466）

3 人として当たり前に生きる権利を考えるつどい
HP 21070　問 人権・男女共同参画課（☎825・2168、ＦＡＸ825・2638）

2 普段見られない「夜の図書館」を特別公開！
図書館探検＆市長と若者トーク会 HP 20761　問 企画二課（☎825・2019）

幅広い世代が参加できるイベントをとおして、人権・平和・男女共同参画について一緒に考えてみませんか。

図書館を貸し切って、市長との意見交換会を行います。友だちと一緒に参加もできます。

日 時12月2日 土 場所 市立市民会館

午前10時30分～午後３時30分

入場入場
無料無料

③映画上映会

「水上のフライト」
午前11時10分～
午後１時

時 間

中条あやみさん・
杉野遥亮さん

主 演

１5０人（先着順）定 員

②講演

「自分らしさの見つけ方」
午前10時30分～正午時 間
ジェーン・スーさん
（コラムニスト・ラジオ
パーソナリティ）

出 演

90人（申込順）定 員

　児童虐待は、子どもたちの健全な育成を妨げる人権侵害です。
　児童虐待に関わる痛ましい事件は後を絶たず、深刻な社会問題になっています。
　11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」です。子どもの笑顔を守るため、改めて児童虐待に
ついて考えてみましょう。

　殴る・蹴るなどの身体的な暴力だけでな
く、子どもの前で激しいけんかをする、衣食
住の世話をしない、病気なのに病院へ連れて
行かないなども虐待です。
　保護者はしつけのつもり
で「これくらい大丈夫」と
思っていても、子どもに危
険が及んだり、子ども自身
が苦痛に感じれば「虐待」
です。

　赤ちゃんの泣き声にイライラするなど、「もうムリ」と心が叫ん
だら、安全確認のうえ一度子どもから離れて深呼吸・外の空気を吸
う・誰かと話す・好きな音楽を聴くなど気分転換をしてください。

　「思いがけない妊娠」「産みたいけど
お金がない」「誰にも相談できない」な
ど、一人で悩まず、相
談してください。妊娠
期から支援をしていき
ます。

　相談や通告は虐待の犯人探しではありま
せん。支援が必要な家族を救い、子どもの
笑顔を守ります。連絡した人が特定されな
いように、法律によって秘密は守られます。

「しつけ」それとも「虐待」？ 一人で悩まず、相談してください

おやっ？と思ったら
迷わず連絡を

①基調講演

「今いる場所だけが全てではない」

１６０人（申込順）定 員
※�参加者にはヒヤシンスの水耕栽培セットをプレゼント
します

副島淳さん
（タレント・俳優）

出 演
午後２時～３時30分時 間

〔その他の催し〕
◦�ワンフレーズ（男女共同参画標語）表彰式
　（午後１時～１時20分）
◦�小中学校園などによる人権作品の展示

◦�人権相談窓口（午後１時～３時）
◦�平和祈念資料・人権パネル展示
◦�ぬり絵等コーナー
◦�キッチンカーによる軽食（おにぎり・唐揚げなど）販売
※有料

※�①～③とワンフレーズ表彰式では⑴一時保育を行い
ます＜１歳～就学前の子ども８人（申込順）、無
料、11月24日（金）までに電話又はＦＡＸ、電子
申請システムで予約＞⑵手話通訳を行います（申込
不要）。

①②…電話又はFAX、電子申請システムで�
11月24日（金）までに人権・男女共同参画課
③…当日直接

申 込

日 時12月18日月

ティコラッテライブラリー（市立中央図書
館内）

場 所 11月19日（日）まで
に下のＱＲコード

申 込

市内在住の高校生、大学生など（高等専門学
校・専門学校・大学院・短期大学生を含む）

対 象

10人（申し込みが多いときは抽選）定 員

　府内では、重大な児童虐待ゼロに向けて、「オール大阪」で取り組みます。キャンペー
ンである11月は、府内全首長が自らオレンジリボンキャンペーン啓発ジャンパーを着用
し、児童虐待防止について訴えます。

子育て中の人へ

地域の人へ

妊産婦へ

児童虐待の相談窓口・連絡先

児童相談所
虐待対応ダイヤル

☎189（いちはやく）
（24時間365日）

府中央子ども
家庭センター

☎828・0161
月～金曜日の午前９時～午後５時45分

（祝日・年末年始を除く）

市こどもを守る課
こども相談

☎838・0466
月～金曜日の午前９時～午後５時30分

（祝日・年末年始を除く）

子どもの
虐待ホットライン

☎06・6646・0088
月～金曜日の午前11時～午後４時（祝日・年末年始を除く）

子どもの
人権 110番

☎0120・007・110
月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

（祝日・年末年始を除く）

妊産婦の相談窓口・連絡先
市子育て支援課 ☎812・2213

にんしんSOS
☎0725・51・7778

月～金曜日の午前10時～午後４時
日曜日の正午～午後６時（祝日・年末年始を除く）

妊娠・出産・
子育て電話相談

☎06・6775・8894
月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）

　「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うはずの家事や家族の世話など
を日常的に行っている18歳未満の子どものことをいいます。
　家事や家族の世話などにより、「学校に行けない・遅刻する」「友だち
と遊ぶ時間・勉強する時間がない」など、子どもに必要な時間を確保でき

ていない可能性があります。
　「自分はヤングケアラーかもしれな
い」「周囲にヤングケアラーではない
かと思う子どもがいる」ときには、一
人で悩まず、相談してください。

ヤングケアラーの相談窓口・連絡先

市こどもを守る課こども相談 ☎838・0466

知っています か 、知っています か 、
ヤン グ ケアラーヤン グ ケアラー

※�イベント終了後、市役所でも展示します＜12月13日（水）
まで、市役所１階ピロティ＞

午後６時～７時

※�同行者は最大４人まで、市外在住も可。


